
邪馬台国への道　～末蘆国から伊都国、そして奴国へ～



「濵山海居」/魏志倭人伝は、末盧国を「山海に濵（浜）して居す」と描写している/古来、ここが大陸や朝鮮半島との玄関口であった 📹 video

https://youtu.be/zFrs7_cLtA0


末蘆国（約４千戸）の菜畑・桜馬場～伊都国（約千戸）の三雲～奴国（２万戸）の板付などを見てみよう/まずは末蘆国の菜畑遺跡や桜馬場遺跡へ！

末蘆館のキャプションの一部を切り取り



ここは末蘆館/佐賀県唐津市菜畑に所在する日本最古の稲作発祥の地「菜畑遺跡」の出土品を展示している博物館で、邪馬台国時代の「末盧国」の

代表遺物も展示されている/遺跡公園の広場には、日本最古の稲作ムラの竪穴式住居、日本最古の水田、縄文の森が復元されている



　　　縄文時代晩期末（紀元前930年頃）の水田跡が発掘された



　　「史蹟 菜畑遺跡」と刻まれた標柱が立つ 📹 video

https://youtu.be/PH6C_YW-1x8


　　　末蘆館入口前の道路の辺りが1980年～1981年にかけて発掘調査されたようだ



　縄文の森 📹 video

https://youtu.be/h2bA4eJh4c4




　　　　日本最古の稲作ムラの竪穴式住居





　　　　これは同じく唐津市の宇木汲田遺跡で発見された縄文時代晩期～弥生時代前期に造られた支石墓を移設したもの





　　これが蓋石で、墓の内部は土壙墓らしい



前方は水田/立札が立っている 📹 video

https://youtu.be/dnUQ2AwmIeU








　　　　これは末蘆館に展示されていた当時のムラのジオラマ 📹 video

https://youtu.be/7_5HyMMKgG4


　　末蘆館に展示されていたキャプション



　　　さて、正面の空き地は桜馬場遺跡/唐津湾を望む砂丘上に所在する弥生時代中期から後期の甕棺墓地で、末盧国の王墓の跡とされる



　　反対側から見たところ 📹 video

https://youtu.be/dsu0A_yJub8


劣化した説明板が立っていた/戦時中に防空壕の掘削中に甕棺が発見され銅鏡などが出土したが、戦時中でもあり、すぐに埋め戻された/その後、

その場所が不明となっていたが、2007年に再発見され、副葬品の質の高さから、魏志倭人伝に記載される末盧国の王墓と推定されているようだ



　　こちらは同じく唐津市にある旧古代の森会館（現、鏡公民館）





　　現在は鏡公民館となっているのだが、「末蘆国研究室」という部屋があるようだ



　　　　立派な資料館だった！ 📹 video

https://youtu.be/Rdb4L01vXHw




汲田式土器



　　　宇木縄文時代晩期末～弥生時代前期の貝塚と、 弥生時代前期後半～後期の甕棺墓を中心とする遺跡



　　　　やや右寄り下に宇木汲田遺跡が見える



　それでは伊都国の三雲・井原遺跡や平原遺跡へ！



　　説明板が立っている



魏志倭人伝は、伊都国について「代々の王が統治していた（世々王有り）」と記述している/その代々の王たちの眠る墓が糸島市の三雲・井原遺跡

にある三雲南小路王墓と井原鑓溝王墓とされ、この地が伊都国の王都と呼ばれる所以である







　　　江戸時代に、ここで三雲南小路王墓（弥生時代中期後半/紀元前１世紀）が発見されたと云う



１つの墳丘の中に２つの甕棺がセットで埋葬されており、墳丘を囲う周溝も存在している/１号甕棺と２号甕棺は副葬品の様相から、１号には男性が、

２号には女性が埋葬されていたと考えられ、この王墓に眠るペアは伊都国の王と王妃だったと推定されていると云う



　正面は１号甕棺の位置表示



　　左手から見たところ



　芝生の濃い色の部分は周溝の位置を表している



こんな塩梅



　さて、前方は平原王墓（弥生時代後期後半）/三雲南小路王墓（弥生時代中期後半）、井原鑓溝王墓（弥生時代後期前半）に続く３つ目の王墓



　　この平原王墓（1号墓）からは、古代の鏡の中では日本一の大きさを誇る内行花文鏡が出土している



　　別の角度から見たところ







　　　副葬品の様相から、平原王墓の被葬者は女性だと考えられているらしい





それでは末蘆国・伊都国に比して、２万戸という大きなクニがあったとされる奴国の須玖岡本遺跡や金隈遺跡そして板付遺跡へ！



ここは奴国の丘歴史公園/この周辺が奴国の中心地とされ、弥生時代の遺跡が密集しており、ここはその筆頭の須玖岡本遺跡の一角に所在している/

前方のドームは甕棺墓群を発掘した状態で見学できる覆屋 📹 video

https://youtu.be/6rBuE84iYdk


春日丘陵上を中心に、弥生時代中期～後期の大集落「須玖遺跡群」が形成されており、丘陵北端部一帯の奴国王墓や王族墓、青銅器などの工房が

が集中している地区を須玖岡本遺跡と呼ぶようだ



　　説明板/岡本山地区からは「奴国王の墓」とされる甕棺墓が発見されていると云う







こちらには奴国王墓の上石が保存・展示されている 📹 video

https://youtu.be/AhtOmjmvdsg




　　さて、A棟のドームの中に入ってみよう！



📹 video

https://youtu.be/WKWVNgnVe-U


　もう一つのB棟のドームの中にも入ってみよう/手前には竪穴住居跡が復元されている



📹 video

https://youtu.be/pl-rhZQLtT4


こちらが復元された竪穴住居跡 📹 video

https://youtu.be/MPQ9lYtyrj4




さて、ここは併設されている奴国の丘歴史資料館





古来、大陸や朝鮮半島からの文物が流入する玄関口は末蘆国であったが、弥生時代中期後半頃以降には博多湾沿岸の諸地域にも交易

の窓口が形成されるようになる/奴国内には対外交易の拠点としての西新町遺跡、内的な交流拠点としての比恵遺跡群・那珂遺跡群、

最先端技術による手工業生産（鉄器生産）を行っていた博多遺跡群などがあり、その内陸に青銅器をはじめとする生産活動を行って

いた須玖岡本遺跡群が所在するという位置づけで、奴国王墓のある須玖岡本遺跡こそが奴国の中心であったと云うことのようだ



　　近つ飛鳥博物館 平成29年度 秋期特別展 古墳出現期の筑紫・吉備・畿内～2・3世紀の社会と経済～ より























📹 video

https://youtu.be/GpZNPLpSiIM


こちらは金隈遺跡/金隈遺跡は、福岡平野の東を御笠川に沿って南北にのびる月隈丘陵のほぼ中央にある、奴国の一つのムラの共同墓地の遺跡で、

弥生時代前期から後期までの約400年間に亘って営まれたと云う





　　この建物が甕棺展示館 📹 video

https://youtu.be/Mj6CULfKcoE




金隈遺跡の他、須玖岡本遺跡・博多遺跡群・比恵遺跡群・那珂遺跡群そして板付遺跡の場所が記載されている



この遺跡からは、348基の甕棺墓と119基の土壙墓、2基の石棺墓が発掘されている/最初に土壙墓が作られ、その後に甕棺墓、最後に石棺墓が作ら

れたものと考えられると云う 📹 video

https://youtu.be/utR7ryWclKw


　館内に保存・展示されているものは、その内の「白い部分」のみということであった



甕棺墓からは、136体の人骨が出土した/平均身長は、男性が162．7cm、女性が151．3cmで、縄文人と比較すると、顔も面長になり、身長も急に

高くなっている/このことから、朝鮮半島との交流による混血が行なわれていたのではないかと考えられると云う 📹 video

https://youtu.be/HgNNHloR-uA


墓中の副葬品には、種子島からオーストラリアまでの海中にしか生息しないゴホウラ貝で作った腕輪や、石剣、石鏃、首飾り用の玉などが見つかり、

中国大陸や南方文化との交流を物語っていると云う



　甕棺にも編年があるようだ







　　　こちらは板付遺跡/遺跡公園として、弥生時代最古の環濠集落や水田などが復元整備されている 📹 video

https://youtu.be/i_VckMDKx-I


菜畑遺跡に次ぐ水稲耕作遺跡/発見当時、日本最古の稲作集落と判明したことから、弥生時代の年代観を遡らせる先鞭をつけた遺跡



　弦状溝は貯蔵穴を半月状に区画している/「田端墳丘墓」はムラ長たちの墓





　　　　米やその他の食料を貯蔵するための竪穴





　　　環濠（弥生時代前期）を見たところ 📹 video

https://youtu.be/XibE1QAIlwg


　　　左手を見たところ



　　ここが集落への出入口 📹 video

https://youtu.be/pbN7OE55s98


📹 video

https://youtu.be/rtnGTdGh9sc


　　　　環濠集落の様子 📹 video

https://youtu.be/64Iiu7hKfZ0


　　　ムラ長たちの墓（田端墳丘墓）の大石





魏志倭人伝の著者である陳寿は、末蘆国～伊都国～奴国の先に、不弥国～投馬国そして邪馬台国があり、邪馬台国連合の女王卑弥呼が魏の皇帝

から親魏倭王の仮の金印と銅鏡100枚を与えられたと記述している/さて、その邪馬台国は何処にあったのであろうか！？



卑弥呼のいた邪馬台国は、やはりあそこか！？

弥生時代、北九州には末蘆国・伊都国・奴国というようなクニグニが成立しており、3世紀前半には邪馬台国の卑弥呼を共立して「邪馬台国連合」

とでも呼ぶような広域の政治的まとまりが形成されていたことが魏志倭人伝から読み取れる。（奴国２万戸に比して、邪馬台国は7万戸のクニで

あったとされており、その数字はともかく、クニの規模は邪馬台国がはるかに大きかったものと思われる）

一方、上記で見てきたように弥生時代中期後半には博多湾沿岸の諸地域にも交易の窓口が形成され、半島からの最先端技術を受容するとともに

その技術を東へともたらした。と同時に東からもたらされたものも受容し、地域社会が活性化していくこととなったとされている。（近つ飛鳥

博物館 平成29年度 秋期特別展 古墳出現期の筑紫・吉備・畿内～2・3世紀の社会と経済～ より）

ここで「古墳時代」について考えてみよう！（下記のファイルを参照のこと）

http://www.ohoka-inst.com/goudo5_kofun.pdf

弥生時代から古墳時代へと移行する中で、古墳時代の墓制である古墳は凡そ3世紀前後から発生し初め、定形型前方後円墳の祖型と考えられる

「纏向型前方後円墳」が列島内で広域に広がり始める。（3世紀前半は実質的には古墳時代！）

すると、卑弥呼は古墳時代の人物ではなかろうか。

上記のファイルで見たように、卑弥呼の時代（3世紀前半頃）と台与の時代（3世紀後半頃）に、畿内の纏向の周辺に発生した纏向型前方後円墳

が九州地方にも波及しているようだ。（纏向の周辺の纏向型前方後円墳と各地の纏向型前方後円墳の築造時期や墳丘の規模からすると、3世紀

半ば以降の築造とされる箸墓古墳と各地の前方後円墳の在り方と同様に、3世紀初頭頃から纏向の周辺のクニを中心（核）に各地とのネットワーク



（連合）がゆるやかに成立し始めたと考えることが出来るのではないだろうか。

つまり、古墳の有様から見ていくと、3世紀には纏向の周辺のクニを中心（核）として列島各地に、本来は祭祀としての古墳がネットワーク

（連合）の証として、中心（核）となった纏向の周辺のクニへのゆるい従属関係の証として共有される時代になっていったということのようだ。

そして、この頃が列島に初期の国家（国）が誕生したということになるかもしれない。

魏志倭人伝に3世紀前半の列島には邪馬台国など30ヶ所程のクニグニがあり、邪馬台国の女王卑弥呼を共立して女王国（邪馬台国連合）を形成

していたとあるのは、この様子を伝えていると考えらるのではないだろうか。

邪馬台国は畿内にあった！？

それはやはり纏向の周辺なのかもしれない・・・


